
第
百
十
三
号
議
案

仙
台
市
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
及
び
保
全
調
整
池
の
標
識
の
設
置
に
関
す
る
条

例
仙
台
市
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
及
び
保
全
調
整
池
の
標
識
の
設
置
に
関
す
る
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
三
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
及
び
保
全
調
整
池
の
標
識
の

設
置
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
法
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
標
識
の
設
置
）

第
三
条　

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
標
識
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
名
称

二　

雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
の
検
査
済
証
番
号

三　

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
容
量
（
容
量
の
な
い
施
設
に
あ
っ
て
は
、
規
模
）
及
び
構
造
の
概
要

四　

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
が
有
す
る
機
能
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
市
長
の
許
可
を
要

す
る
旨

五　

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
管
理
者
及
び
そ
の
連
絡
先

六　

標
識
の
設
置
者
及
び
そ
の
連
絡
先

２　

前
項
の
標
識
は
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
周
辺
に
居
住
し
、
又
は
事
業
を
営
む
者
の
見
や
す
い
場
所
に
設
け
る
も
の

と
す
る
。

（
保
全
調
整
池
の
標
識
の
設
置
）

第
四
条　

保
全
調
整
池
の
標
識
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

保
全
調
整
池
の
名
称
及
び
指
定
番
号

二　

保
全
調
整
池
の
容
量
及
び
構
造
の
概
要

三　

保
全
調
整
池
が
有
す
る
機
能
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨

四　

保
全
調
整
池
の
管
理
者
及
び
そ
の
連
絡
先

五　

標
識
の
設
置
者
及
び
そ
の
連
絡
先

２　

前
項
の
標
識
は
、
保
全
調
整
池
の
周
辺
に
居
住
し
、
又
は
事
業
を
営
む
者
の
見
や
す
い
場
所
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
五
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
定
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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理　

由

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
及
び
保
全
調
整
池
の
標
識
の
設
置
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
十
四
号
議
案

仙
台
市
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
中
「
第
四
十
四
条
」
を
「
第
二
十
六
条
の
八
」
に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
」
を
「
特

定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
を
考
慮
し
、
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
の
支

給
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出

す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
十
五
号
議
案

仙
台
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
仙
台
市
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
二
の
五
の
項
中
「
条
例
」
の
下
に
「
又
は
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一

年
法
律
第
三
号
）」
を
、「
に
よ
る
地
方
税
」
及
び
「
又
は
地
方
税
」
の
下
に
「
若
し
く
は
森
林
環
境
税
」
を
加
え
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

森
林
環
境
税
の
賦
課
徴
収
又
は
森
林
環
境
税
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
事
務
に
係
る
個
人
番
号
の
部
内
利
用
に
つ
い
て

定
め
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
十
六
号
議
案

仙
台
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
市
税
条
例
（
昭
和
四
十
年
仙
台
市
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
本
文
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
同
条
同
項
本
文
」
を
「
同
項
本
文
」
に
、「
に
よ
っ

て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、「
均
等
割
額
」
の
下
に
「（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
次

条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
に
よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
に
よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
本
文
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第

八
項
中「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
第
一
号
」を「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
一
号
」に
改
め
、
同
条
第
九
項
中「
附

則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
附
則
第
十

五
条
第
二
十
六
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条

第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
を
「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十

三
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

14　

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
一
と
す
る
。

15　

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
三
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
一
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
号
ニ
中「
及
び
」を「
、」に
改
め
、「
三
輪
の
も
の
」の
下
に「
及
び
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準（
昭

和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
第
十
三
号
の
六
に
規
定
す
る
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
」
を
加

え
る
。

附
則
第
十
九
項
中
「
附
則
第
七
条
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
七
項
中
「
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
四
年
四
月
一
日
か

ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
令
和
二
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和

二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
三
年
度
分
」

を
「
、
当
該
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
項
及
び
第
三
十
九
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

38　

法
附
則
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
の
対
象
と
な
る
三
輪
以
上
の
法
第
四
百
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定

す
る
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
第
三

十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
三
千
九
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
円
」
と
、
同

号
ハ
中
「
六
千
九
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
五
百
円
」
と
す
る
。
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39　

法
附
則
第
三
十
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
の
対
象
と
な
る
三
輪
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
に
対
す
る
第
三
十
四
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度

分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
三
千
九
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
円
」
と
、
同
号
ハ
中

「
六
千
九
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
千
二
百
円
」
と
す
る
。

附
則
中
第
四
十
項
か
ら
第
四
十
三
項
ま
で
を
削
り
、
第
四
十
四
項
を
第
四
十
項
と
し
、
第
四
十
五
項
を
第
四
十
一
項
と

し
、
第
四
十
六
項
を
第
四
十
二
項
と
す
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
第
三
十
四
条
第
一
号
ニ
及
び
附
則
第
三
十
七
項
か
ら
第
三
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の

年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

理　

由

地
方
税
法
の
改
正
を
考
慮
し
長
寿
命
化
に
資
す
る
大
規
模
修
繕
工
事
が
行
わ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
減
額
に
係
る
割
合
を
定
め
る
等
の
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提

出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
十
七
号
議
案

仙
台
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条　

仙
台
市
印
鑑
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
仙
台
市
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
印
鑑
登
録
証
」
の
下
に
「
又
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
有
効
な

も
の
に
限
る
。）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

印
鑑
登
録
者
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
経
由
し
て
本
市
の
使
用
に

係
る
電
子
計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
で
接
続
さ
れ
た
通
信
端
末
機
器
で
あ
っ
て
前
条
の
書
類
を
自
動
的
に
交
付
す
る

機
能
を
有
す
る
も
の
を
使
用
し
て
印
鑑
登
録
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
（
有
効
な
も
の
に
限
る
。）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
を
提
示
し
て
市
長
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

こ
の
条
に
お
い
て
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
」
と
は
、
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
を
い
う
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
申
請
」
の
下
に
「（
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
あ
っ
て
は
、
印
鑑
登
録
証
を
提
示
し
て
行

う
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条　

仙
台
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
」
を
削
り
、「
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
を
提
示
し
て
」
を

「
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　

第
一
条
中
第
十
五
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規

定　

公
布
の
日

二　

第
二
条
の
規
定　

市
長
が
定
め
る
日

理　

由

印
鑑
登
録
の
証
明
の
申
請
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
電
子
署
名

等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
考
慮
し
民
間
事
業
者
が
設
置
し
た

通
信
端
末
機
器
を
使
用
し
て
行
う
印
鑑
登
録
の
証
明
の
申
請
は
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
等
の
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案

を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

15



第
百
十
八
号
議
案

仙
台
市
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
仙
台
市
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
の
表
特
別
応
接
室
の
項
中
「
特
別
応
接
室
」
を
「
特
別
会
議
室
」
に
、「
一
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
、
二
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
表
ス
タ
ジ
オ
の
項
中
「
二
、
二
〇
〇
円
」
を
「
七
五
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
三
の
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

備
考�　

物
品
若
し
く
は
権
利
の
販
売
若
し
く
は
有
償
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は
こ
れ
ら
の
た
め
の
宣
伝
行
為
そ
の
他
の
市

長
が
定
め
る
営
利
の
目
的
に
使
用
す
る
場
合
（
大
ホ
ー
ル
又
は
小
ホ
ー
ル
の
使
用
を
伴
わ
な
い
場
合
に
限
る
。）

の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
三
倍
以
内
に
お
い
て
市
長
が
定
め
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
別
表
二
の
表
及
び
三
の
表
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に

仙
台
市
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３　

改
正
後
の
別
表
二
の
表
及
び
三
の
表
の
規
定
に
係
る
仙
台
市
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
た
め
必
要
な
手
続
そ

の
他
の
行
為
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

理　

由

特
別
応
接
室
及
び
ス
タ
ジ
オ
の
使
用
料
を
改
定
し
、
特
別
応
接
室
の
名
称
を
特
別
会
議
室
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
営
利
の
目
的
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
を
定
め
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。17



第
百
十
九
号
議
案

仙
台
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
仙
台
市
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

19



第
百
二
十
号
議
案

仙
台
市
旅
館
業
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
旅
館
業
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
旅
館
業
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
仙
台
市
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
及
び
第
九
条
中
「
及
び
第
三
条
の
三
第
三
項
」
を
「
、
第
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
条
の
四
第
三
項
」

に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
第
五
条
第
三
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
二
号
中「
又
は
第
三
条
の
三
第
一
項
」を「
、
第
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
条
の
四
第
一
項
」に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

旅
館
業
法
の
改
正
を
考
慮
し
事
業
の
譲
渡
に
伴
う
旅
館
業
を
営
む
者
の
地
位
の
承
継
に
係
る
承
認
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
と
と
も
に
旅
館
業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の
承
認
申
請
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
に
当
該
承
認
の
申
請

に
対
す
る
審
査
を
加
え
る
等
の
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
二
十
一
号
議
案

仙
台
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
四
十
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
野
球
場
の
項
中
「
七
北
田
公
園
」
を
「 　
　
　
　
　
　

 

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

理　

由

高
砂
中
央
公
園
の
野
球
場
の
使
用
料
を
定
め
る
と
と
も
に
、
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
け
る

公
園
施
設
の
設
置
基
準
の
特
例
を
定
め
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案

を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

七
北
田
公
園

高
砂
中
央
公
園
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第
百
二
十
二
号
議
案

仙
台
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
火
災
予
防
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
八
号
中
「
き
裂
し
」
を
「
亀
裂
し
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
二
中
「
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、」
を
削
る
。

第
十
五
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

蓄
電
池
設
備
（
蓄
電
池
容
量
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の
も
の
及
び
蓄
電
池
容
量
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
超
え
二
十

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の
も
の
で
あ
っ
て
出
火
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
消
防
局
長
が
定
め
る
も
の
を
除

く
。
以
下
同
じ
。）は
、
地
震
等
に
よ
り
容
易
に
転
倒
し
、
亀
裂
し
、
又
は
破
損
し
な
い
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
開
放
形
鉛
蓄
電
池
を
用
い
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
電
槽
は
、
耐
酸
性
の
床
上
又
は
台
上
に

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
五
号
中「
変
電
設
備
」と
あ
る
の
は
、「
蓄
電
池
設
備
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３　

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
屋
外
に
設
け
る
蓄
電
池
設
備
（
柱
上
及
び
道
路
上
に
設
け
る
電
気
事
業
者
用
の

も
の
、
延
焼
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
消
防
局
長
が
定
め
る
も
の
並
び
に
消
防
署
長
が
火
災
予
防
上
支
障

が
な
い
と
認
め
る
構
造
を
有
す
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
の
も
の
を
除
く
。）
に
あ
っ
て
は
、
建
築
物
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以

上
の
距
離
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
不
燃
材
料
で
造
り
、
又
は
覆
わ
れ
た
外
壁
で
開
口
部
の
な
い
も
の

に
面
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
五
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
及
び
前
項
」
に
、「
第
二
項
並
び
に
こ
の
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
の

二
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項
第
五
号
中
「
変
電
設
備
」
と
あ
る
の
は
、「
蓄
電
池
設
備
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
六
条
第
十
三
号
中
「
蓄
電
池
設
備
」
の
下
に
「（
蓄
電
池
容
量
が
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の
も
の
を
除�

く
。）」
を
加
え
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
、
変
電
設
備
、
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発

電
設
備
及
び
蓄
電
池
設
備
（
改
正
後
の
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
蓄
電
池
設
備
を
い
い
、
附
則
第
四
項
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
燃
料
電
池
発
電
設
備
等
」
と
い
う
。）
又
は
現
に

設
置
の
工
事
中
で
あ
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
等
の
う
ち
、
改
正
後
の
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
二
（
第
十
条
の
三
第

25



一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
三
条
第
三
項
並
び
に
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
改
正
後
の
第
十
五
条
第
二
項
及

び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る
蓄
電
池
設
備
の
う
ち
、
改
正
後
の
第
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４　

改
正
後
の
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
蓄
電
池
設
備
に
新
た
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例

の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
及
び
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
同
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

理　

由

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
省
令
の
改
正
に
伴
い
蓄
電
池
設
備
の
範
囲
並
び
に
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
を
改
め
る
等
の
た
め
、
現

行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第 123 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　�仙台市立長町中学校校舎等増改築工事

2　工事施行場所　　仙台市太白区鹿野一丁目15番 8 ，鹿野二丁目50番 6 ，50番 7

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 2,252,800,000円

5 　契約の相手方　　仙台市青葉区荒巻本沢二丁目18番 1 号

　　　　　　　　　　深松組・阿部和工務店・仙建工業共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区荒巻本沢二丁目18番 1 号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社深松組

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区上杉一丁目17番18号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社阿部和工務店

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区一番町二丁目 2番13号

　　　　　　　　　　　　　　　仙建工業株式会社
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第 124 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　�仙台市立片平丁小学校校舎及びプール並びに仙台市片平児童館増改築工事

2　工事施行場所　　仙台市青葉区片平一丁目74番

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 1,940,400,000円

5 　契約の相手方　　仙台市青葉区立町27番21号

　　　　　　　　　　橋本店・仙建工業・仙台土木建築工業共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区立町27番21号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社橋本店

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区一番町二丁目 2番13号

　　　　　　　　　　　　　　　仙建工業株式会社

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市宮城野区小田原一丁目 5番12号

　　　　　　　　　　　　　　　仙台土木建築工業株式会社
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第 125 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　�仙台市立中山小学校校舎等増改築工事

2　工事施行場所　　仙台市青葉区滝道10番307，中山一丁目 1番702

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 1,733,600,000円

5 　契約の相手方　　仙台市宮城野区幸町二丁目23番１号

　　　　　　　　　　中城建設・深松組・赤坂建設共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市宮城野区幸町二丁目23番 1 号

　　　　　　　　　　　　　　　中城建設株式会社

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区荒巻本沢二丁目18番 1 号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社深松組

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市泉区上谷刈字赤坂 9番地の 2

　　　　　　　　　　　　　　　赤坂建設株式会社
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第 126 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　�仙台市立西中田小学校校舎及び屋内運動場長寿命化改修工事

2　工事施行場所　　仙台市太白区西中田七丁目 7番 1， 7番 2， 7番 3

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 593,890,000円

5 　契約の相手方　　仙台市宮城野区小田原一丁目 5番12号

　　　　　　　　　　仙台土木建築工業株式会社

33



第 127 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　�仙台城跡本丸北西及び酉門石垣復旧工事

2　工事施行場所　　仙台市青葉区川内地内

3　契約の方法　　指名競争入札

4　契 約 金 額　　金 442,476,100円

5 　契約の相手方　　東京都中央区京橋二丁目16番 1 号

　　　　　　　　　　清水建設株式会社
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第 128 号議案

字の区域の変更に関する件

本市の字の区域を次のとおり変更することにつき，地方自治法第260条第 1項の規定により，議

決を求める。

1　県営日向地区土地改良事業施行地区内について行うもの

区域を変更する
字　　　　　名

左　の　区　域　に　編　入　さ　れ　る　区　域

字 　 名 地　　　　　　　　　　　番

大倉字宇治沢 大 倉 字 上 原 2に隣接する水路である公有地の全部

大 倉 字 沢 口 1の 1， 3 の 1 及びこれらの区域に隣接する道路，水路
である公有地の全部並びに大倉字東上原 3， 4 に隣接す
る道路，水路である公有地の全部

大倉字東上原 1の一部， 2から 4 まで， 5 の一部， 6， 7 及びこれら
の区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

大 倉 字 丸 森 2 の 一部， 3， 4 の 1， 5 の 1， 6 の 2， 6 の 3， 7 の
1 の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路で
ある公有地の全部

大 倉 字 山 根 5， 6の 2， 8の 2

大 倉 字 上 原 大倉字東上原 5の一部

大倉字向前原 15，16の一部に隣接する道路，水路である公有地の全部

大 倉 字 水 口 大 倉 字 上 原 5の一部

大 倉 字 熊 坂 1， 2， 3 の 1， 4 の 1， 5 の 1 及びこれらの区域に隣
接する水路である公有地の全部並びに 6の 1 の一部に隣
接する水路である公有地の全部

大倉字東上原 1の一部， 5の一部

大 倉 字 丸 森 1， 2 の一部， 7の 1 の一部及びこれらの区域に隣接介
在する道路，水路である公有地の全部

大倉字向前原 2 の一部， 3， 4 の一部， 5 の一部， 6 の 1 の一部， 9
の 1 の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路
である公有地の全部並びに大倉字上原 5の一部に隣接す
る道路，水路である公有地の全部

大 倉 字 山 根 24の 2 及びこの区域に隣接する道路である公有地の全部
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大倉字向前原 大 倉 字 上 原 15の 2 ，15の 4 ，17の 1 ，17の 2 ，17の 5

大 倉 字 水 口 1の 1の一部に隣接する水路である公有地の一部

大 倉 字 薬 師 大 倉 字 水 口 5の 2

備考　地番は令和 5年 6月 9日現在のもの

2　県営日向地区土地改良事業施行地区隣接地について行うもの

区域を変更する
字　　　　　名

左　の　区　域　に　編　入　さ　れ　る　区　域

字 　 名 地　　　　　　　　　　　番

大 倉 字 上 原 大倉字向前原 11の 5 及びこの区域に隣接する水路である公有地の全部

備考　地番は令和 5年 6月 9日現在のもの
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第 129 号議案

市道路線の認定に関する件

市道の路線を次のとおり認定することにつき，道路法第 8条第 2項の規定により，議決を求め

る。

路　　　　線　　　　名 起　　　　　　　　　点
終　　　　　　　　　点

北 根 一 丁 目 2 号 線 仙台市青葉区北根一丁目269番
　　　同　　　　　　　205番13

新 大 倉 大 橋 線 仙台市青葉区大倉字大葉羅下15番
　　　同　　大倉字赤岩20番 1

銀 杏 町 11 号 線 仙台市宮城野区銀杏町47番 2
　　　同　　　　　　902番

中 田 二 軒 橋 10 号 線 仙台市太白区中田町字二軒橋17番 1
　　　同　　　　　　　　　17番49

四 郎 丸 落 合 6 号 線 仙台市太白区四郎丸字落合109番 4
　　　同　　　　　　　　104番 5

四 郎 丸 落 合 7 号 線 仙台市太白区四郎丸字落合117番28
　　　同　　　　　　　　115番 1

39



第 130 号議案

仙台市教育委員会の委員の任命に関する件

仙台市教育委員会の委員梅田真理は令和 5年 9月30日に任期を満了するので，別紙の者を後任

の委員に任命することにつき，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 4条第 2項の規定に

より，同意を求める。

41

※上記別紙の者は，長谷川真里



第 131 号議案

仙台市人事委員会の委員の選任に関する件

仙台市人事委員会の委員芳賀洋一は令和 5年10月 1 日に任期を満了するので，別紙の者を後任

の委員に選任することにつき，地方公務員法第 9条の 2第 2項の規定により，同意を求める。

43

※上記別紙の者は，芳賀洋一



第 132 号議案

人権擁護委員候補者の推薦に関する件

別紙の者を人権擁護委員候補者に推薦することにつき，人権擁護委員法第 6条第 3項の規定に

より，意見を求める。

45

※上記別紙の者は，前田誓也，村尾宏美，小松昌子，木村き代及び眞山隆宏


